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はしがき

本報告書は､平成 16年度～平成 18年度科学研究費補助金 ･基盤研究 (C)｢クリテ

ィカルシンキング志向性を高める対人社会的要因｣の成果をまとめたものである｡

本研究における研究組織､研究経費､既に発表済みの研究は以下の通りである｡

研究組織 研究代表者 :虞岡 秀一 (三重大学教育学部教授)

研究経費 平成 16年度 9,00千円

平成17年度 5,00千円

平成18年度 4,00千円

(総計) 18,00千円

研究発表 (論文)

･塵岡 秀一 ･中西 良文 ･横矢 規 ･後藤 淳子 ･福田 真知 ｢大学生のクリ

ティカルシンキング志向性に関する縦断的検討 (1)｣ 三重大学教育学部

研究紀要 2005年 第56巻 303-315.

･康岡 秀一 ･横矢 規 ･中西 良文 ｢大学生のクリティカルシンキング志向性

と大学生活経験｣ 三重大学教育学部研究紀要 2006年 第57巻 121-133.

･中西 良文 ･虞岡 秀一 ･横夫 祥代 ｢動機づけと社会的クリティカルシンキ

ングとの関連一大学生の ｢感じる力｣と ｢考える力｣-｣ 三重大学教育学部

附属教育実践総合センター紀要 2006年 第26号 57-66.

研究発表 (学会大会発表)

･rsocial CrithicalThinkingAmongUndergraduateStudent･･An ExaminationofThe

RelationtoLeamlngMotivationalFactors｣ (Yoshifumi Nakanishiと共同)

Am ual Conference ofSciety forPersonality and SocialPsychology,USA,

January,2006,316.

･｢クリティカルシンキング志向性の測定に関する研究一多様な測定方法による志
向性概念の検討-｣(元吉忠寛らと共同)

日本グノレ-プダイナミックス学会第 53回大会発表論文集 2006年5月 武
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蔵野大学 298-299.

･｢大学生の動機づけとクリティカルに考えようとする志向性(1)一大学教育効果の
実証に向けた基礎的研究-｣(中西良文らと共同)

大学教育学会第 28回大会発表要旨集録 2006年 6月 東海大学 74-75.

･｢大学生の動機づけとクリティカルに考えようとする志向性(2)一動機づけ ･クリ
シン･コミュニケーション-の自信の関連-｣(中西良文らと共同)

大学教育学会第 28回大会発表要旨集録 2006年 6月 東海大学 76-77.
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【研究計画】

【研究経過】
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【研究計画



た測定方法の開発はなされていない｡さらに志向性に関しては､本邦のみならず海外にお

いてもほとんど研究がなされていない｡したがって本研究の成果が,今後の大学(学部)敬

育における､クリシン教育の一つのスタンダー ドとなりうる可能性は十分にあると考えら

れる｡
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【研究経過】

平成16年度報告 (概要)

クリティカルシンキング (以下､クリシン)志向性の尺度に関してその妥当性を確認す

る研究を行った｡ 具体的には､｢志向性｣を訪ねるための複数の質問文を用意し､それら

を比較した｡また､これらの調査は､複数の大学 ･学部で実施され､尺度の信頼性を確認

するとともに､既存の類似した概念との関係を確認しながら､尺度の妥当性が確羅された.

第2に､大学新入生のクリシン志向性の入学後の変化について縦断的データを用いて分

析した｡4月～ 7月にかけて3回の質問紙調査を行った結果､クリシン志向性に関連する

要因として､日常でどの程度クリシンを経験しているのかという ｢クリシン経験｣と大学

進学や勉学に対する ｢動機づけ｣との関連が兄いだされた｡また､4月のクリシン志向性

の高い学生ほど､考える力を刺激される授業があったと認知しており､さらに考える力を

刺激される授業があったと認知した学生は7月のクリシン志向性を高めていることがわか

った｡これらのことから､クリシン経験が多い学生はクリシン志向性を高め､クリシン志

向性が高い学生ほどクリシン経験を多くしているという相互関連性が示唆された｡さらに､

入学後の3ケ月間に ｢考える力を刺激された授業｣があったと認知している学生の方が､

そうでない学生よりもクリシン志向性を高めていたという結果は､大学教育において､新

入生の段階からクリティカルに考える機会を与えることの重要性を示す結果として解釈さ

れた｡

第3に､大学でクリシン志向性を身につけるためのクリシン経験の重要性を検証するた

めに､探索的な検討を行なった｡ 大学最終学年生に対し､4年間での社会的な経験の有無

を問い､クリシン志向性を変化させることに影響している経験を探索的に検討した｡その

結果､ゼミなどでの議論の経験とクリシン志向性との関連が強いことなどが明らかとなっ

た｡

平成17年度報告 (概要)

クリシン志向性尺度については平成 16年度にその信頼性 ･妥当性の検討を行っている

が､平成 17年度には､この志向性を形成する要因として考えられる要因を操作的に測定

できる関連尺度の構成を行った｡具体的には､クリシン経験尺度､クリシン能力自己認知

尺度､大学の勉学に対する動機づけ尺度であり､それぞれについて複数の因子を確認し､

信頼性の高さはには満足できる尺度が構成された｡

これらの尺度間の関連性については､大学1年生を対象とした調査研究により､動機づ

けと社会的クリティカルシンキングにおける各下位尺度間の関係は､｢私的獲得価値｣が

志向性 ･経験 ･能力自己認知の3つの観点を通して､社会的クリティカルシンキングの多

くの下位尺度と関連していることが兄いだされた｡

さらに､大学卒業直前の学生を対象にした調査により､大学生活経験に関する記憶とク

リティカルシンキング志向性との関連が分析された｡その結果､大学において ｢議論｣を
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多く経験している学生はピタリシン志向性が高いことなどが明らかになった｡ 加えて､大

学生活での経験の種とクリシン志向性との関連性についても､文系と理系ではかなり異な

ることが示された｡大学生活の中でクリシンを意識するきっかけとなった出来事を自由記

述させたデータの分析からは､socialクリシンでは ｢議論｣､｢人との関わり｣､non social

クリシンでは ｢卒業論文｣､｢マスメディア｣､｢レポー ト｣といった出来事が多く記憶さ

れていることが明らかとなった｡

平成 18年度報告 (概要)

クリティカルシンキング (以下､クリシン)を､能力 ･スキルと志向性の2つの構成要

素に分け､クリシン教育という視点から､能力 ･技術を獲得させることよりも先に､日常

的な社会的相互作用の中でクリシンに対する志向性を獲得､向上させることが重要である

との考えから､本研究は､高等教育とりわけ大学教育においてクリシンを促進させる要因､

特にクリシン-の志向性を高める対人社会的要因を探求し､論理的で誤りの少ない合理的

な処理を促進させる態度を養うことにつながる要因を同定するとともに､実際に大学教育

プログラムの中に反映させようとすることを大きな目的としたものである｡

本年度の大きな課題は､一連の研究の最終段階として､クリシンの能力 ･スキルを測定す

る方法を探求することであった｡ 具体的には､18年度に収集された自由記述データ､(す

なわち ｢考える力｣や ｢問題を感じる力｣を大学生がどのように認識しているのかを自由

記述させ､それがどのような経験を積み重ねれば獲得可能かについての自由記述させたデ

ータ)､を質的 ･量的に分析した｡またこの分析を通して､PA (Pe血manceAssessment)

的なクリシン能力の評価が可能になるいくつかのRubdcを作成しようと試みた｡ただし､

Rubdcの確立までには至っておらず､被験者のクリティカルな思考のパフォーマンスを客

観的に測定する手法の確立はできていない｡

一方で､18年度にはこれまでの研究知見の蓄積から､所属大学における全学部の新入

生全員を対象とした縦断調査を開始し､大学生のクリティカルに考えようとする志向性や

能力の測定を4年間にわたって継続する縦断研究を開始した｡ これによって､大学生のク

リシン志向性 ･クリシン能力の発達モデル､および高等教育環境改善の基礎資料とするこ

とができる教育評価体制を構築した｡
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